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おいしい　 　 に
なりますように
お米

栗山小学校の 5 年生が田植えに挑戦（5 月 23 日）



議 長 に 鵜 川 和 彦 議 員、 副 議 長 に 藤 本 光 行 議 員 が 選 任

議会構成が決定

　令和元年第 4 回栗山町議会臨時会が 5 月 9 日に開かれ、議長に鵜川和彦議員、副議長に藤本光行
議員、監査委員に大西勝博議員が選任されました。常任委員会および特別委員会の委員は下記のとお
りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略・順不同＝

議 会 運 営 委 員 会

　▶委  員  長／友成　克司　
　▶副委員長／齊藤　義崇
　▶委　    員／土井　道子、千葉　清己、三田　源幸

広報広聴常任委員会

　▶委  員  長／土井　道子　
　▶副委員長／佐藤　功
　▶委    　員／藤本　光行、大西　勝博、友成　克司、
　　　　　　　佐藤　則男、千葉　清己、三田　源幸、
　　　　　　　齊藤　義崇、置田　武司、鈴木　千逸

総務教育常任委員会

　▶委  員  長／三田　源幸　
　▶副委員長／鈴木　千逸
　▶委　　員／藤本　光行、大西　勝博、土井　道子、
　　　　　　　置田　武司

産業福祉常任委員会

　▶委  員  長／千葉　清己
　▶副委員長／佐藤　則男
　▶委　　員／藤本　光行、友成　克司、佐藤　功、
　　　　　　　齊藤　義崇

■南空知消防組合議会議員
　友成　克司、齊藤　義崇、佐藤　功
■南空知葬祭組合議会議員
　千葉　清己、土井　道子、鈴木　千逸
■南空知ふるさと市町村圏組合議会議員
　鵜川　和彦
■空知教育センター組合議会議員
　佐藤　則男
■道央廃棄物処理組合議会議員
　鵜川　和彦、千葉　清己
■栗山町都市計画審議会委員
　友成　克司、土井　道子、三田　源幸、
　鈴木　千逸

　後列左から、佐藤則男、佐藤　功、齊藤義崇、土井道子、鈴木千逸、置田武司　
　前列左から、千葉清己、大西勝博、鵜川和彦、藤本光行、友成克司、三田源幸　（敬称略）

議会議長に選任された鵜川和彦議員

議会の運営に関する調査研究および適正で円滑な
議会運営を担います。

議会の広報の研究および編集・発行を行います。

総務、財政、企画、若者定住、教育に係る事項の調査
および議案、請願、陳情などの審査を行います。

農業、商工業、建設水道、保健、環境に関わる事項の
調査および議案、請願、陳情などの審査を行います。

議会選出各種委員など 議会の動き

第５回栗山町議会臨時会　（５月 17 日招集）

▶平成 30 年度栗山町一般会計補正予算（第 10 号）
の専決処分について
歳入歳出予算から 619 万円を追加し、歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ 89 億 4,235
万円とするもので、主な内容は、歳入では、町
税や地方交付税などの確定見込みなどに伴う補
正、歳出では、ふるさと応援基金積立金の追加
などの増額に伴う補正の専決処分です。

報　告
▶栗山町税条例等の一部を改正する条例の専決

処分について
▶栗山町都市計画税条例の一部を改正する条例

の専決処分について
　以上２件の条例は、地方税法などの一部を改

正する法律による関係部分の条例改正に係る
専決処分です。

▶栗山町税条例の一部を改正する条例について
　地方税法などの一部を改正する法律による関

係部分の条例改正です。

　令和元年第 5 回栗山町議会臨時会で、次の議案が審議され、全て可決されました。
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お好きな内容をお好きな場所で説明します！！

出前型政策 ・ 施策説明会 「栗山町のまちづくり」

町担当者が取り組みをわかりやすく説明します！

【対　　象】
　町内に在住または勤務する５人以上で構成する
団体など
　（例：趣味サークル・自然関係団体・ボランティ
ア団体・町内会）

【派遣日時】
　土・日曜日と祝日および年末年始（12 月 31 日
～ 1 月 5 日）を除く平日の 9：00 から 21：00 ま
で（1 講座あたり原則 90 分以内）

【派遣場所】
　町内の公共施設・集会場など、申込者が指定す
る場所
※会場の確保、説明会当日の運営および進行は  

申込者に行っていただきます。

【費用負担】
　職員の派遣料および資料代（有償書籍などを除
く）は無料
※説明会の実施に係る会場使用料などは申込者の

負担となります。

【派遣できない場合】
①一般的なルールが守られないおそれがあるとき
②政治や宗教、営利を目的とした集会のとき
③希望日時に職員を派遣できないとき
④申し込みの内容に虚偽があったとき
⑤その他、説明会の目的に反すると認められるとき

【申込先・問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

【説明会の主なメニュー】
テーマ 説明会内容例

生
活
環
境

○ごみ処理・リサイクルの推進（ごみの出し方など）
○防災対策（避難所・防災知識など）
○消防・救急救命（消防署の仕事、心肺蘇生法講習など）
○生活安全対策（交通安全・防犯・悪質商法対策など）

教　
育

○学校教育の取り組み（教育費支援・食育事業など）
○ふるさと教育・自然環境保全（町が推進する教育内容など）
○スポーツ振興、芸術・文化振興（団体・サークルの紹介など）
○国際・地域間交流（少年ジェット派遣・姉妹都市交流事業など）

医
療
・
保
健
・
福
祉

○生活習慣病予防・生活習慣改善（がん予防、口腔の健康など）
○地域医療確保と救急医療（救急医療体制、在宅医療サービス

など）
○介護予防事業・地域支え合い活動（地域見守り活動など）
○障がい者の社会参加・自立支援内容（各種助成制度など）

産　
業

○農林業政策と制度（各種制度内容など）
○賑わいあふれ魅力ある商店街づくり（商店街事業支援など）
○企業誘致・新産業創出の推進（商工業者振興奨励・資金など）
○特産品ＰＲの推進（物産展・PR 事業、販路拡大支援など）

定
住
推
進

○栗山町への移住促進の取り組み（移住体験、住宅支援制度など）
○若者移住・定住の取り組み（若者移住・定住の支援内容など）

都
市
基
盤

○道路環境の整備・除雪対策（道路などの環境整備など）
○コミュニティバス・公共交通システム（町営バス等の運行など）
○宅地・住宅の整備と住環境づくり（空き家対策など）
○上・下水道の供給（上・下水道処理の流れ・料金内容など）

地
域
経
営

○総合計画と行財政運営・改革（ふるさと納税制度の内容など）
○町税の仕組み（税の仕組み・役割など）
○行政情報の発信（広報業務の内容など）
○情報共有と町民参加（くりやまキャッチボイスの取り組みなど）

【説明会参加者の声】
●町の医療について

　グループに分かれた意見交
換で参加者すべてが日ごろか
ら改善してほしいと思ってい
ることを受け止めてもらうこ
とができ、一町民の意見が環
境整備につながれば良いなと
希望が持てました。意見を述
べる機会に積極的に参加する
ことが大切と感じることがで
きました。

●町のごみ・水道について
　知りたい内容が聞けて、質
疑にも丁寧に答えてくれてと
ても満足です。託児をしてい
ただけたので、集中して話を
聞くことができ、リフレッ
シュにもなりました。

●町の防災対策について
　昨年の地震での停電や、物
資、情報などの防災について
の話が聞けて満足でした。

●自然環境保全施策等について
　第６次総合計画に関わる
具体的返答をいただきまし
た。意見交換で終わらないよ
うに政策・施策の立案や改善
につなげるための場となるよ
うな流れになると良いと思い
ます。

　団体などが主催する集会などに町職員を派遣し、町の政策などの説明を行う出前型政
策・施策説明会の申し込みを受け付けています。

※テーマによって小中学生や高校生の参加できる内容もあるほか、説明内容は相談に応じて決定し
ます。詳細は町経営企画課までお問い合わせください。

ハサンベツ里山地区や雨煙別学校で
の自然体験教育ってよく耳にするけ
れど・・・具体的な取り組みを知り
たい！

農業担い手不足対策として新規就農
者の受け入れを進めているようだけ
れど…どのような状況なの？ 

ごみの出し方で分別がたくさんあり
大変だけれど、どんなものにリサイ
クルされているの？ 

赤ちゃんが欲しいけれど、出産や
育児の不安がいっぱいで…町にど
んな子育て支援があるのか、詳し
く聞きたいな！

町は「健康寿命延伸のまちづくり
宣言」をしたけれど…町民の健康
づくりのために何に取り組んでい
るの？

最近、地震や台風などの自然災害
が 各 地 で 起 き て い る の で と て も
不安。町の防災対策は大丈夫かな？
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
世
帯
の
本
音

　

町
で
は
、
今
年
２
月
に
町
内
の
４
カ

所
の
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
世
帯
と
、
利
用

児
童
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
保
護
者
に
は
施

設
環
境
と
、
運
営
体
制
や
行
事
な
ど
13

項
目
の
質
問
を
し
、
対
象
世
帯
１
１
８

世
帯
の
う
ち
85
世
帯
の
回
答
が
あ
り
、

回
答
率
は
72
％
で
し
た
。

　

児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
項
目

で
、
対
象
児
童
１
３
４
人
中
１
１
２
人

よ
り
回
答
が
あ
り
、
回
答
率
は
84
％
で

し
た
。
回
答
結
果
（
抜
粋
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
ク
ラ
ブ
ご
と
の
集
計
と
要
望

な
ど
の
回
答
は
、
回
答
い
た
だ
い
た
世

帯
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
保
護
者
の
満
足
度
は
ど
の
項
目

も
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
の
回
答
が

高
く
、
特
に
子
ど
も
が
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
や
行
事
の
実
施
内
容
は
70
％
以

上
の
満
足
度
、
衛
生
管
理
や
指
導
員
と

の
信
頼
関
係
は
70
％
に
近
い
満
足
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
侵
入
者
や
不
審
者
な
ど
の
対

策
で
は
、
不
満
に
思
う
割
合
が
高
く
、

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
が
狭
い
な
ど
の
不
満

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
善
が

難
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
他
、
指
導
面
の
要
望
な
ど
は
、

各
児
童
ク
ラ
ブ
で
検
討
し
、
改
善
で
き

る
項
目
は
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い

28.4%

7.4%

６年 2.1％

33.7%

25.3%

1 年

2 年

不明 1.0％

3 年

5年 2.1%

4 年

お子さんの学年（複数回答あり）

68.2%
30.6% 満足

やや不満

やや満足

手洗い場やトイレなどの衛生管理

1.2％

81.2%

15.3%

満足

無回答・その他

やや満足

やや不満

子どもが楽しめる環境づくり

1.2％2.3％

61.2%
31.8%

満足

無回答・その他

やや満足

やや不満

子どもの発達・生活状況の報告

2.3％4.7％

42.4%

40.0%

満足

無回答・その他

やや満足

やや不満

侵入者・不審者などへの対策

4.7％

9.4％

不満 3.5％

68.2%

27.1%
満足

無回答・その他

やや満足

やや不満
ケガや病気などへの対応

1.2％
3.5％

62.4%

32.9%
満足

無回答・その他

やや満足

やや不満
発達内容や個性特性に応じた指導

1.2％
3.5％

76.5%

22.3%

満足

やや不満

やや満足

行事（お楽しみ会など）実施内容
1.2％

69.4%

27.1% 満足

無回答・その他

やや満足

やや不満
保護者と指導員の信頼関係

1.2％
2.3％

31.2%
9.8%

６年 3.6％

29.5%

20.5%

1 年

2 年

3 年

5 年 5.4%

4 年

児童アンケート 学年

30.3%

27.7%

とても好き

好きではない

好き

普通

あなたは児童クラブに
来ることが好きですか

3.6％

37.5％

あまり好きではない
0.9％

ま
す
。

　

利
用
児
童
の
回
答
で
は
、
3
年
生
以

下
の
利
用
が
81
％
を
占
め
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
来
る
の
が「
と
て
も
好
き
」と「
好

き
」
を
合
わ
せ
る
と
58
％
と
な
り
ま
し

た
。
理
由
と
し
て
は
、
家
庭
で
体
験
で

き
な
い
遊
具
や
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
が

楽
し
い
と
い
う
意
見
が
多
数
で
し
た
。

ま
た
、「
好
き
で
は
な
い
」「
あ
ま
り
好

き
で
は
な
い
」
も
4.5
％
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
年
齢
や
特
性
に
応
じ
た
指
導
に

あ
た
っ
て
い
く
必
要
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

※
今
後
も
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
福
祉
課
福

祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
２
２
２
２

児童クラブ利用世帯の本音

児
童
に
聞
き
ま
し
た
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星　
洋
子
（
ほ
し　
よ
う
こ
）

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ

ン
ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経

理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ

Ｐ
の
資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど
を
中

心
に
活
躍
中
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
で
家
族
が
増
え

る
こ
と
は
大
変
お
め
で
た
い
こ
と
で

す
。新
た
な
費
用
も
か
か
り
ま
す
が
、

妊
娠
後
、
出
産
ま
で
時
間
は
た
っ
ぷ

り
あ
り
ま
す
か
ら
、そ
の
間
に
出
産
・

子
育
て
費
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

出
産
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
通
常
分
娩
の
場
合
、
病
院
に
払
う

費
用
は
健
康
保
険
の
適
用
外
と
な
り

全
額
自
己
負
担
で
す
。
そ
の
額
は
北

海
道
の
平
均
で
約
44
万
円
（
公
益
社

団
法
人
国
民
健
康
保
険
中
央
会　

平

成
28
年
度
）
と
高
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
や
自
治
体
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
か
ら
は
出
産
し
た
ら
「
出

産
育
児
一
時
金
」
を
も
ら
え
ま
す
。

子
ど
も
一
人
に
つ
き
42
万
円
な
の

で
、
病
院
に
払
う
お
お
ま
か
な
分
を

賄
え
ま
す
。

　

自
治
体
か
ら
は
妊
婦
健
診
料
金
が

一
部
助
成
に
な
る
受
診
券
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
栗
山
町
で
は
出
産

祝
品
（
４
種
類
か
ら
選
択
）
の
贈
呈

と
、
子
育
て
応
援
券
の
支
給
（
千
円

×
60
枚
）
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
提

妊
娠
・
出
産
時
に
も
ら
え
る
お
金

　お金のおはなし～子どもにかかるお金～ 

携
事
業
所
で
育
児
用
品
な
ど
と
交
換
で

き
ま
す
。

　

会
社
員
が
産
休
を
取
り
給
料
が
出
な

い
と
き
は
、
健
康
保
険
か
ら
「
出
産
手

当
金
」
が
98
日
分
（
予
定
日
に
出
産
し

た
場
合
）
出
ま
す
。
支
給
額
は
給
料
の

約
２
／
３
で
す
。

　

さ
ら
に
育
児
休
業
中
は
、
雇
用
保
険

か
ら
「
育
児
休
業
給
付
金
」
が
１
年
間

出
ま
す
。
最
初
の
１
８
０
日
は
給
料
の

約
２
／
３
、
そ
の
後
の
１
８
０
日
は
給

料
の
約
１
／
２
で
す
。
１
年
後
に
ま
だ

保
育
園
に
入
園
で
き
な
い
な
ど
の
と
き

は
さ
ら
に
も
う
１
年
、
延
長
申
請
で
き

ま
す
。

No.20

栗
山
町
の
妊
婦
・
出
産
時
の
支
援

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成

◆
対
象
者

医
師
の
検
査
に
よ
り
妊
娠
が
確
認
さ

れ
た
方

◆
概　

要

妊
婦
健
診
費
用
の
一
部
助
成
と
な
る

妊
婦
健
診
受
診
券
を
発
行

※
妊
娠
届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
際

に
、
母
子
手
帳
と
併
せ
て
交
付
し

ま
す
。

子
育
て
応
援
券
の
支
給

◆
対
象
者

栗
山
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
前
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
に
お
子
様
が
生
ま
れ
た

家
庭

◆
概　

要

町
内
の
提
携
事
業
所
で
育
児
用
品
な

ど
と
交
換
で
き
る「
子
育
て
応
援
券
」

（
千
円
×
60
枚
）
を
支
給

※
申
請
は
必
要
な
く
、
毎
年
４
月
頃

に
該
当
者
に
支
給
の
ご
案
内
を
し

ま
す
。

栗
山
町
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
ハ
グ
く
り
」

ｂｙ
母
子
モ　
配
信
開
始

「
ハ
グ
く
り
」
は
妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
を
支
援
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。

ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
登

録
を
す
る
と
・
・
・

①
ま
ち
の
お
役
立
ち
情
報
、
子
育
て
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
届
く
！

②
お
子
さ
ま
の
健
診
記
録
や
予
防
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
簡
単
に
！

③
お
子
さ
ま
の
成
長
記
録
や
思
い
出
を

家
族
で
共
有
で
き
る
！

他
に
も
便
利
な
機
能
が
あ
り
、
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
際
の
ア
プ
リ
名
称

は
「
母
子
モ
」
に
な
り
ま
す
が
、
情

報
登
録
時
に
自
宅
の
郵
便
番
号
を
登

録
す
る
と
「
ハ
グ
く
り
」
と
な
り
ま

す
。

栗
山
町
空
き
家
利
活
用
促
進
事
業

◆
対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
町
内
で
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方

②
所
有
す
る
空
き
家
を
売
買
、
賃
貸
な

ど
利
活
用
さ
れ
る
方
（
た
だ
し
、
斡

旋
お
よ
び
仲
介
な
ど
を
目
的
と
し
た

事
業
者
は
除
く
）

※
本
人
や
三
親
等
以
内
の
親
族
に
よ
る

利
用
を
目
的
と
す
る
場
合
も
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

③
所
有
す
る
空
き
家
が
町
の
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
済
み
か
登
録
予
定
で
あ

る
方

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
支
援
内
容

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

建
設
業
法
の
規
定
に
よ
る
建
設
業
の

許
可
を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者
が

施
工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
対

象
工
事
費
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税

を
除
く
）
の
工
事

◆
助
成
金
額

対
象
工
事
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
額
20
万
円
）

※
併
用
住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分
の
床

面
積
を
住
宅
全
体
の
床
面
積
で
除
し

て
得
た
割
合
に
工
事
費
を
乗
じ
た
額

で
す
。

※
他
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
た
場
合
、

当
該
補
助
金
な
ど
に
係
る
工
事
費
を

除
外
し
た
額
で
す
。

※
同
一
家
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
２
回

以
上
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

空
き
家
内
家
財
等
処
分
助
成

空
き
家
内
の
家
財
な
ど
を
処
分
を
す

る
方
で

①
町
内
事
業
者
で
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
許
可
業
者
が
実
施
す
る
も
の 

②
処
分
に
要
し
た
費
用
の
総
額
が
10
万

円
以
上
（
消
費
税
を
除
く
）
で
あ
る

こ
と 

③
運
搬
作
業
な
ど
が
も
っ
ぱ
ら
処
分
に

要
す
る
も
の

※
引
越
し
な
ど
の
運
搬
は
助
成
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◆
助
成
金
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

額
10
万
円
）

空
き
家
の
所
有
者
を
支
援
し
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】
町
若
者
定
住
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
�
７
５
２
１

まちづくり審議会・委員会
町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を推進しています。

募 集
政策評価委員会

▲
【申込期間】6 月 1 日㈯～ 20 日㈭ 必着
【応募資格】3 機関以上の町の審議会・委員会などの委員は応募不可
【応募方法】・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出

　　　　　・申込書は下記申込先で配布するほか、町ホームページからもダウンロード可能
【決定方法】申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません。
【協議内容】評価対象事業の選定（3 事業程度）と学習、総合判定・改善点の検討など
【公募人数】3 人（総委員数 5 人）
【応募資格】町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
【任　　期】委嘱のあった日から令和 3 年 3 月 31 日まで（2 年）
【会議など】・7 月～ 2 月の間、平日の夜間（120 分程度）月 1 回・年 8 回程度を予定

　　　　　・会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
　　　　　・会議は原則公開

【申込先・問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502　FAX72-3179
　　　　　　　　　　 Ｅメール tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jpQR コ ー ド か ら

ダ ウ ン ロ ー ド
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まちづくり
　　　　懇談会

皆さんの声を町政に‼
　懇談会の主な内容
①町からの情報提供
　・総合計画後期実施計画
　・栗山町スキー場の廃止
　・公共料金の見直し
②町民の皆さんとの懇談
　【問い合わせ】　
　　総務課広報・防災・情報グループ
　　☎ 73-7501

南部公民館
継立・
日出・
南部地区

18：30 ～

６
14
金

カルチャープラザ「Eki」　

栗山・
北部地区

18：30 ～

６
１２
水

農村環境改善センター角田・
中部地区

18：30 ～

６
13
木

　佐々木学町長との「まちづくり懇談会」を開催します。
　“ ふるさとくりやま ” の今、そして未来のことを佐々木町長
と直接、話し合いませんか？
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

総合福祉センター「しゃるる」

町内会長・
自治会長

18：30 ～６
11
火

【問い合わせ】札幌管区気象台天気相談所
☎ 011-611-0170

お出かけ前には紫外線情報を

チェックしましょう

紫外線が強くなる季節

　太陽の光には、目に見える可視光線のほかに
赤外線と紫外線などがあり、このうち可視光線
よりも波長の短いものが紫外線です。
　近年、紫外線を浴びすぎると皮膚がんや白内
障になりやすいことが明らかになっており、「オ
ゾン層」破壊によって地上に到達する紫外線が
増加していることから、世界保健機構（WHO）
では、UV インデックス（UV 指数）を活用し
た紫外線対策の実施を推奨しています。UV イ
ンデックスとは、紫外線が人体に及ぼす影響の
度合いをわかり易く示すために、紫外線の強さ
を指標化したものです。

　気象庁では、効果的な紫外線対策をとってい
ただけるように、この UV インデックスを用い
た「紫外線情報」を提供しています。1 日 2 回
朝夕に更新している予測値に加え、解析値も毎
時提供しており、全国・地方分布や 141 地点
の推移状況を毎時間把握できます。
　紫外線が最も強い時期は１年の中で 6 月から
8 月で、1 日の中では正午ごろが強い時間帯で
す。札幌も紫外線が非常に強くなることがあり
ます。お出かけ前には紫外線情報を確認し、帽
子やサングラスを使用するほか、日焼け止めク
リームを利用するなど予防策をお勧めします。

紫外線対策のすすめ 気象庁による紫外線情報

紫外線情報ページの使い方

プルダウンリスト
（分布図の種類）

紫外線解析分布図（実況図）
ページへのリンク

紫外線予測値
（天気を考慮した
紫外線予測分布図）

ページ内で晴天の
場合の紫外線予測
分布図に切り替え

が可能

図 気象庁ホームページアドレス

紫外線予測分布図 https://www.jma.go.jp/jp/uv/

紫外線解析分布図 https://www.data.jms.gp.jp/gmd/env/
uvhp/uvindex.html
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よ
り
、
さ
ら
に
項
目
数
は
増
補
さ
れ

て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
作
業
が
進

ん
で
き
た
段
階
で
細
部
に
わ
た
る

内
容
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
町
史
第
３
巻
は
、
本
史
編

と
別
巻
Ⅱ
に
分
け
、
別
巻
に
は
写
真

で
見
る
栗
山
平
成
史
、
年
表
、
統
計
、

既
刊
栗
山
関
連
文
献
解
題
・
目
録
、

栗
山
の
地
元
新
聞

の
概
況
、
索
引
を

掲
載
し
、
古
地
図
・

古
写
真
は
CD
版
に

収
録
し
て
発
刊
し

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
掲
載
す
る
写
真
や
図
表
、

統
計
資
料
な
ど
を
決
定
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
委
託
業
者
が
決

ま
れ
ば
、
原
稿
の
割
り
付
け
、
デ
ザ

イ
ン
、
校
正
な
ど
へ
と
進
ん
で
い
き

ま
す
。
最
終
の
刊
行
に
向
け
て
の
作

業
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。（
衣
川
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

見
え
て
き
た
全
体
像

　

町
史
編
さ
ん
室
が
発
足
し
て
4
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町

史
の
刊
行
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
一
部
関
係
資
料
を
調
査
中
で

す
が
、
一
定
程
度
の
資
料
収
集
は
終

え
、
粗
原
稿
の
執
筆
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
次
第
に
町
史
の
全
体
像
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
の
構
成
は
、「
序
章 

町

の
概
要
と
百
年
の
歴
史
」「
第
1
章 

自
然
」「
第
2
章 

風
土
」「
第
3
章 

町
民
・
行
政
・
議
会
」「
第
4
章 

医

療
・
保
健
・
福
祉
」「
第
5
章 

生
活

基
盤
」「
第
6
章 

産
業
」「
第
7
章 

教
育
」「
第
8
章 

生
活
の
譜
」「
第

９
章 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」「
第
10
章 

宗
教
」「
終
章 

明
日
の
栗
山
」
の
よ

う
に
章
立
て
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

年
表
は
、
平
成
が
終
了
し
た
今
年

４
月
末
ま
で
の
項
目
の
拾
い
出
し
作

業
を
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
索
引

は
、
す
で
に
発
刊
済
み
の
栗
山
町
史

第
１
巻
、
第
２
巻
の
項
目
に
第
３
巻

と
し
て
追
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
年
表
や
粗
原
稿
か
ら
の
抽
出
に

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.36

　

こ
ん
に
ち
は
！ 

本
年
度
、
結
の

精
神
確
立
委
員
会
委
員
長
を
務
め
て

い
ま
す
池
下
雄
介
で
す
。 

　

私
た
ち
の
委
員
会
は
、
本
年
度
、

夕
張
川
関
連
事
業
、
青
少
年
育
成
事

業
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
の
3
つ
の
事

業
を
担
当
し
て
お
り
、
今
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
我
む
す
ひ　

照
ら
せ
未

来
へ
の
道
」
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
端
を
担
う
べ
く
日
々
邁
進
し
て

い
ま
す
！ 

　

夕
張
川
関
連
事
業
で
は
、
４
月
６

日
に
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
る
「
サ

ケ
の
稚
魚
放
流
会
２
０
1
９
」
を
夕

張
川
自
然
再
生
協
議
会
と
と
も
に
無

事
に
開
催
し
、
南
々
そ
ら
ち
の
各
地

域
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
盛
況

の
中
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
秋
に
は
河
川
清
掃
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

私
た
ち
の
委
員
会
名
に
も
あ
る

「
結
い
の
精
神
」
の
「
結
」
の
語
源

は
「
む
す
ひ
」
と
い
い
、「
む
す
」

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.90

「
結
い
の
精
神
」
を
も
っ
て

は
産む

す
や
、
生む

す
な
ど
新
た
な
生
命

の
誕
生
を
意
味
し
ま
す
。
新
た
な
未

来
を
創
造
す
る
上
で
「
結
い
の
精

神
」
は
必
要
不
可
欠
で
す
！ 

皆
さ

ん
と
の
多
く
の
結
び
つ
き
の
中
か
ら

地
域
の
明
る
い
豊
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
！ 

今

後
と
も
我
々
の
運
動
に
ご
理
解
・
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

栗
山

　太陽のもとでぬりえを楽しんでみませんか？動物のイ
ラストが描かれたぬりえは全部で 10 種類！！好きなぬ
りえをチョイスして自由に塗ってくださいね♪完成した
ぬりえはプレゼントします！
栗山公園の思い出のひとつとしてお持ち帰りください★
　【期　間】　5 月 18 日㈯～ 6 月 30 日㈰
　【場　所】　なかよし動物園
　【時　間】　10：00 ～ 16：00
※天候不良の場合は中止することがあります。ご了承く

ださい。
※クレヨンの貸し出しもしています。

お子さまから大人の方まで皆さんでどうぞご参加くだ
さい。

だより栗山公園
2019 年 6 月号 Vol.135

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　
　　株式会社たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

QR コードから
アクセス

「青空ぬりえ広場」 開催中！！

写真：昨年のふじ棚の様子
5 月下旬～ 6 月上旬に見ごろを迎える予定です。
ふじ棚も楽しんでいただけたらと思います。

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとのご負担となります。 
※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

【マチイロに関する問い合わせ】株式会社ホープ　☎092-716-1404

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チ を 好 き に な る ア プ リ

行政情報アプリ「マチイロ」で
「広報くりやま」が見られます！



  第 11 回　あびら夏！うまかまつり
  【日　時】7 月 6 日㈯　13：00 ～ 21：00　　7 日㈰　9：00 ～ 15：00
  【場　所】ときわ公園特設会場（安平町早来北進 102）JR 早来駅より徒歩約 10 分
【内　容】グルメ、芸能、馬産地の３つの『うまか』が融合したイベント。メロンの早食い争

やポニーサイクル GP など楽しいイベントが目白押し。また、祭り期間中に指定の
JR 室蘭線を利用して来場すると、祭り会場で使用できる商品券 1000 円分をプレゼ
ント。ぜひ、この機会に祭りと室蘭線の両方を楽しみましょう。

　指定便は次のとおりです。　　　※帰りの便 　

  【問い合わせ】☎ 0145-22-2515（実行委員会）

  いわみざわローズフェスタ 2019
  【日　時】　6 月 22 日㈯～７月 21 日㈰　9：00 ～ 19：00
  【場　所】　いわみざわ公園バラ園（岩見沢市志文町 794）
  【内　容】　道内最多の約 630 品種のバラが咲き誇ります。
  【問い合わせ】   ☎ 0126-25-6111（室内公園 色彩館）
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№ 14

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

JR 室蘭線沿線市町では、楽しいイベントが盛りだくさん。JR を利用して、各地のイベントへ行ってみよう！

出陣式 第28回 YOSAKOI ソーラン祭り　演舞日程
6月 6日㈭ 6月 8日㈯ 6月 9日㈰

19：30～
栗山町スポーツ
センター前

11：12　サッポロファクトリー会場 11：18　大通りパレード南コース
13：18　大通りパレード南コース 12：56　大通公園西 8丁目会場
15：18　道庁赤レンガ会場 14：42　カナモトホール会場
16：59　一番街・丸井今井前会場

くりやまＯＨ !! 夢乱咲

今年のテーマは　『夢遥か（ゆめはるか）～新たなる夢～』
　今年で２１回目の連続参加です。昨年は「夢は正夢」というテーマで記念すべき２０回目の参加をする
ことができました。これまで多くの方々に支えられ、たくさんの「夢」を叶えることができ、その夢が今
後も遙か永遠に繋いでいけるよう、令和元年を迎えた今年も、国蝶オオムラサキのすむまち「栗山町」を

「艶美火舞羅」の皆さんとともにＰＲしてまいります。皆さんの応援をよろしくお願いします。
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役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3
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「広報くりやま」が見られます！

安平町

岩見沢市

利用日 栗山駅発 早来駅着

7 月 6 日㈯
13：15 13：52
15：29 16：11
16：54 17：32

7 月７日㈰   9：26 10：08

早来駅発 栗山駅着
13：49 14：28
17：33 18：28
20：10 20：48
21：55 22：32

あ
ら
た
め
て
栗
山
町
の
素
晴
ら
し
い

食
材
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
の
お
い
し
い
お
米
や
野

菜
、
果
物
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
旬

を
迎
え
て
い
き
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
方
に
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

　

☎
�
７
７
２
９

　

cafe

＆bar

く
り
と
く
ら
２
階

　
（
旧
昭
和
堂
時
計
店
）

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.36
　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
金
谷
で
す
。

　

元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

に
変
わ
っ
て
最
初
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
、
皆
さ
ん
は
ど
う
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
？
今
年
は
晴
れ
の
日
が

続
き
最
高
の
お
出
か
け
日
和
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
と
い
い
ま
す
と
、
栗
山

公
園
に
お
い
て
期
間
限
定
で
出
店
し

て
い
た
「
出
張Café&bar

く
り
と

く
ら
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
！
桜
も
ち
ょ
う
ど
見
ご

ろ
を
迎
え
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
動

物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、

SL
や
遊
具
で
元
気
に
遊
ん
で
い
る
様

子
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

栗
山
公
園
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
「
栗
山
の
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
！
」
と
思

い
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し

た
。
メ
イ
ン
は
、
町
産
の
お
米
と
た

ま
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
ハ
ヤ

シ
ラ
イ
ス
！
ド
リ
ン
ク
は
町
産
ゆ
め

ぴ
り
か
の
米
糀
を
使
用
し
た
冷
や
し

甘
酒
。
連
日
多
く
の
方
か
ら
「
お
い

し
か
っ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
、



今月の暮らし

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510
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安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
北
海
道
２
０
１
９

◆
目
的

　

運
転
免
許
保
有
者
が
各
部
門
に
参
加

し
て
４
カ
月
間
無
事
故
・
無
違
反
の

達
成
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
◆
実
施
期
間　

　

7
月
1
日
㈪
～
10
月
31
日
㈭

◆
参
加
資
格　
自
動
車
運
転
免
許
保

有
者
（
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
）

◆
参
加
部
門　
5
人
チ
ー
ム
部
門
・

3
人
チ
ー
ム
部
門
・
個
人
（
1
人
）

部
門

◆
手
数
料　
参
加
者
数
×
６
３
０
円

（
申
請
時
に
振
込
手
数
料
が
必
要
）

◆
申
込
期
間　
7
月
1
日
㈪
ま
で

◆
申
込
方
法

　

栗
山
警
察
署
ま
た
は
町
交
通
安
全
協

会
（
役
場
住
民
保
健
課
内
）
に
備
え

付
け
の
参
加
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
手
数
料
を
添
え
て
郵
便
局
か

ら
申
し
込
み

児童手当現況届の提出を！
　児童手当の受給者は毎年 6 月中に現況届を提出する必
要があります。
◇該当者には現況届の用紙が送付されます。
◇現況届が提出されない場合、6 月分以降の手当が受けら
　れません。

【提 出 期 限】　6 月 28 日㈮
【問い合わせ】　町福祉課福祉・子育てグループ　　

　　　　　　　☎ 73-2222

　

自
転
車
は
車
両
で
す
！
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
・
適
正
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

取引や証明に使うはかりは、定期検査が必要です

商店やスーパーマーケット、病
院などで取引や証明に使用する

「はかり」は、計量法に基づき２
年に１回は定期検査を受けなけ
ればなりません。

【定期検査日程】
　6 月 13 日㈭   9 : 30 ～ 15 : 30
　役場車庫

【問い合わせ】
　町ブランド推進課　☎ 73-7516

※「取引」とは商品の量り売りなど、「証明」とは健康診断結果の
記録などのことです。

不
法
投
棄
は

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」

６
月
は
環
境
月
間

　

町
内
で
は
、
毎
年
多
く
の
不
法
投
棄

物
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

回
収
件
数
は
14
件
に
の
ぼ
り
、
山
林
・

田
・
畑
・
河
川
道
路
脇
な
ど
に
廃
タ
イ

ヤ
、
廃
家
電
、
自
転
車
な
ど
が
違
法
に

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
自
然
環

境
や
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
河

川
の
汚
染
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、
私

た
ち
の
健
康
や
生
活
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

6
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
不
法

投
棄
を
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る
に
は

「
地
域
の
目
」
が
非
常
に
重
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境

政
策
課
ま
た
は
警
察
署
に
通
報
願
い

ま
す
。

◆
不
法
投
棄
で
検
挙
さ
れ
る
と
・・・

　

５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ
の
両

方
が
課
さ
れ
ま
す
。

栗肥土は、役場・農村
環境改善センター・南
部公民館・桜山環境セ
ンターで随時販売して
います。
ぜひ、ご活用ください。
【価格】

　１袋（10kg） 300 円

「栗
ク リ ピ ッ ト

肥土」販売中！

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

堆 肥

▲不法投棄されたパソコンなど　　　　　　▲不法投棄された布団

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布

　

例
年
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
み
拾
い

や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
町
で
は
環
境
整
備
に
ご
協
力

を
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
用
の
袋
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
は
個
人
・
町
内
会
・
各
団
体

な
ど
51
件
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
約
１
３
０
０
枚
の
袋
を
配
布
し

ま
し
た
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
制
度

◆
対
象
者

　

新
築
ま
た
は
既
存
の
住
宅
に
太
陽
光

　

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
、
も

　

し
く
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き　

　

建
売
住
宅
（
新
築
に
限
る
）
を
購
入

　

す
る
方
で
、
本
人
お
よ
び
同
居
す
る

　

家
族
が
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

　

い
方

◆
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
合
計
値
が
10

　

ｋ
ｗ
未
満
で
、
未
使
用
の
も
の

◆
補
助
対
象
経
費

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
置
費
な
ど

　

の
、
そ
の
他
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

に
必
要
な
工
事
に
係
る
経
費

太
陽
電
池
最
大
出
力
値
（
ｋ
表
示
）　

に
４
万
８
千
円
を
乗
じ
た
額
で
上　

限
は
21 
万
円

◆
申
請
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
を
環
境
政

　

策
課
に
提
出

※
詳
細
は
環
境
政
策
課
ま
で
お
問
い
合　
　

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
着
工
と

　

な
る
た
め
、先
に
申
請
が
必
要
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

北
海
道
自
転
車
条
例

　

北
海
道
で
は
、
自
転
車
の
安
全
な
利

用
の
推
進
や
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
、

道
民
の
健
康
の
増
進
、
観
光
の
振
興
な

ど
を
目
的
と
し
た
「
北
海
道
自
転
車
条

例
」
を
昨
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て

い
ま
す
。

　

自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
次
の
項

目
を
守
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

○
関
係
法
令
を
守
り
、
歩
行
者
・
自
動

車
な
ど
に
十
分
配
慮
し
た
利
用
と
必

要
な
整
備
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

○
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
自
転

車
側
面
へ
の
反
射
材
の
装
着
を
し
ま

し
ょ
う

○
自
転
車
を
利
用
す
る
際
に
、
自
然
環

境
の
保
全
へ
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

○
冬
道
を
走
行
す
る
場
合
は
、
冬
季

に
お
け
る
道
路
状
況
を
考
慮
し
た

適
正
な
器
材
の
装
着
な
ど
を
行
い
ま

し
ょ
う

○
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
へ
の
加

　

入
を
し
ま
し
ょ
う



角
田
小
学
校
と
継
立
小
学

校
の
１
、２
年
生
が
５
月

14
日
、
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
の

里
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
を
訪
れ
、

人
工
飼
育
し
て
い
る
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
の
幼
虫
を
観
察
し
ま
し

た
。
幼
虫
を
見
つ
け
る
と
子
ど

も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
見
学
の
後
、
幼
虫
４
匹

と
餌
と
な
る
エ
ゾ
エ
ノ
キ
の
鉢

植
え
を
借
り
受
け
、
教
室
へ
移

動
。
成
虫
に
な
る
ま
で
の
飼
育

説
明
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学

校
職
員
の
田
中
成し

げ
あ
き明
さ
ん
か
ら

受
け
た
後
、
幼
虫
の
飼
育
を
開

始
。
角
田
小
学
校
２
年
生
の
佐

藤
夏か

す
み純
さ
ん
は
「
学
校
で
毎
朝

観
察
し
て
大
切
に
育
て
て
い
き

た
い
。羽
化
す
る
の
が
楽
し
み
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

栗
山
公
園
と
園
内
の
な
か

よ
し
動
物
園
が
４
月
29

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
動

物
園
の
入
り
口
前
は
町
内
外
の

親
子
連
れ
な
ど
の
来
場
者
で
長

い
列
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
記
念
に
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開

催
。
親
子
で
動
物
園
に
訪
れ
て

い
た
町
内
在
住
の
矢
野
心み

ゆ結

ち
ゃ
ん
（
8
歳
）
は
、「
ウ
サ

親
子
連
れ
で
大
賑
わ
い

栗
山
公
園
・
な
か
よ
し
動
物
園
オ
ー
プ
ン

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/栗山町 検索栗山町 検索 栗山町 検索栗山町 検索

交
通
事
故
防
止
と
安
全
運

転
の
啓
発
を
目
的
と
し

た
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
作

戦
」
が
５
月
17
日
、
桜
丘
の
国

道
２
３
４
号
沿
い
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
交
通
安
全
協
会
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
毎
年
、
春
の

交
通
安
全
運
動
週
間
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
札
幌
ト
ラ
ッ
ク
協

会
南
空
知
支
部
や
町
交
通
安
全

ギ
が
大
好
き
で
、
動
物
園
に
は

毎
年
来
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
当
公
園
指

定
管
理
者
の
株
式
会
社
た
か
は

し
ダ
リ
ア
代
表
取
締
役
高
橋
和

則
さ
ん
は
「
施
設
は
毎
年
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

羽
化
す
る
の
が
楽
し
み

栗
っ
子
が
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
飼
育
に
挑
戦

春
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
作
戦

町
交
通
安
全
協
会

ゆ
り
の
会
、栗
山
自
動
車
学
校
、

栗
山
警
察
署
な
ど
関
係
者
約
50

人
が
参
加
。「
交
通
安
全
」
と

書
か
れ
た
黄
色
い
旗
を
振
り
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
。
ド
ラ

イ
バ
ー
に
「
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
手
作
り
の
マ
ス

コ
ッ
ト
や
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を

手
渡
す
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼

虫
を
観
察

「
交
通
安
全
」
の
旗
を
振
り
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
る

①

②

①オープンを待ちわ
びた子どもたちにお
菓子のプレゼント

②オープン恒例のク
リレンジャーショー
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第
22
回
日
本
郷
土
民
謡
協

会
全
道
大
会
の
ジ
ュ
ニ

ア
の
二
部
で
、
濱
谷
瑞
希
さ
ん

が
優
勝
し
、
５
月
16
日
に
佐
々

木
学
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。
濱
谷
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
大
会
で
好
成
績
を
収

め
て
お
り
、
12
月
に
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で「
ジ
ャ
パ
ン
・

民
謡
で
全
道
１
位
に

濱
谷
瑞
希
さ
ん

8
市
4
町
で
申
請
し
て

い
た
炭
鉱
、
鉄
鋼
、
港

湾
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
鉄

道
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
５
月
20

日
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
は
、
か
つ
て
周
辺

の
炭
鉱
施
設
と
深
く
関
わ
り
の

あ
っ
た
小
林
酒
造
株
式
会
社

と
、
そ
の
歴
史
的
建
物
群
が
町

の
景
観
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

小
林
酒
造
酒
蔵
群
が
日
本
遺
産
に
認
定

北
の
産
業
革
命「
炭た

ん
て
つ
こ
う

鉄
港
」

か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の「
炭
鉄
港
」の
ス
ト
ー

リ
ー
が
日
本
遺
産
の
認
定
を
受

け
た
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、大
き
な
喜
び
で
す
。

今
後
は
他
の
地
域
と
も
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
地
域
の
誇
り
と

し
て
国
内
外
へ
の
発
信
を
行
い

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

田
植
え
で
札
幌
市
民
と
交
流

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー

民
謡
大
会
で
全
道
１
位
に
輝
い
た　

濱
谷
瑞
希
さ
ん

小
林
酒
造
酒
蔵
群
前
で
日
本
遺
産
認

定
を
祝
う

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
９
」
に
日
本
代
表

の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

報
告
で
濱
谷
さ
ん
は
「
海
外
で

の
公
演
は
音
楽
を
楽
し
む
方
が

多
い
の
で
、
緊
張
せ
ず
、
切
り

替
え
て
披
露
し
た
い
」と
話
し
、

佐
々
木
町
長
は
「
時
差
な
ど
に

気
を
付
け
て
、
頑
張
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。 

そ
ら
ち
南
農
協
青
年
部
主

催
の
田
植
え
体
験
ツ

ア
ー
が
５
月
11
日
、
南
学
田
の

井
澤
智
明
さ
ん
の
水
田
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
ツ
ア
ー
は
昭
和

63
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で

32
回
目
。
札
幌
市
白
石
区
の
親

子
な
ど
関
係
者
約
１
０
０
人
が

参
加
。
１
5
0
平
方
メ
ー
ト

ル
の
水
田
に
ゆ
め
ぴ
り
か
の
苗

を
青
年
部
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
ツ
ア
ー
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
町
出
身
で
お

笑
い
タ
レ
ン
ト
の
バ
ー
ビ
ー
さ

ん
が
参
加
し
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
参
加
し

た
小
林
謙け

ん
し
ん心

く
ん
（
小
学
5

年
生
）
は
「
田
ん
ぼ
に
苗
を
植

え
る
深
さ
が
難
し
か
っ
た
。
秋

の
稲
刈
り
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し

た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

①

②

①元気に苗を植える
子どもたち

②町出身のタレント
バ ー ビ ー さ ん が ツ
アーを盛り上げる



今月の健
け ん こ う

幸
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元
気
が
一
番

　

２
０
１
９
年
４
月
30
日
、
戦
争
の
惨

禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
祈
念

し
、
世
界
の
平
和
と
国
民
の
安
寧
を
希

求
し
続
け
た
今
上
天
皇
は
、
31
年
間
に

及
ぶ
象
徴
と
し
て
の
お
勤
め
を
終
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
年
号
は
平
成

か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り
、
５
月
１
日
の

午
前
零
時
に
は
全
国
で
新
年
号
に
歓
喜

す
る
人
々
の
姿
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
代
の
始
ま
り
に
希
望
を
抱

き
な
が
ら
も
、
先
が
見
え
な
い
こ
と
へ

の
不
安
も
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
手
放
し
で

は
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
ま
ず
は
祝
杯
を
挙
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
お
酒
に
つ
い

て
の
お
話
で
す
。

　

こ
の
地
球
に
最
初
に
誕
生
し
た
お
酒

は
果
実
酒
で
す
。
特
に
ワ
イ
ン
は
今
か

ら
お
よ
そ
６
万
年
前
に
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
地
方
の
シ
ュ
メ
ー
ル
人
に
よ
っ
て
飲

ま
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
人
と

お
酒
の
付
き
合
い
は
随
分
と
古
い
も
の

で
す
ね
。
我
が
国
固
有
の
日
本
酒
は
奈

良
時
代
（
７
１
０
～
７
９
４
年
）
に
製

造
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
現
代
と
違
い
、
お
祭
り
、
正
月
、

結
婚
や
出
産
な
ど
の
慶
事
の
際
に
飲
ま

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

お
酒
を
飲
む
と
ど
う
し
て
酔
う
の
か
？

　

私
た
ち
が
お
酒
を
飲
む
と
、
そ
の
主

成
分
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
や
小
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
て
血
液
に
入
り
肝
臓
に

運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
身
体
に
無
毒
の

酢
酸
に
分
解
さ
れ
全
身
を
巡
り
、
最
終

的
に
水
と
二
酸
化
炭
素
に
な
っ
て
尿
や

呼
気
・
汗
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
血
液
に
入
る
と
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
に
変
化
を
招
く
の
で
す

が
、
中
で
も
脳
へ
の
影
響
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
麻
酔

作
用
は
脳
を
マ
ヒ
さ
せ
て
「
酔
い
」
を

引
き
起
こ
す
の
で
す
。「
酔
い
」
の
程

度
は
脳
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
強
ま
り
ま
す
。

梶　

良
行※

栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

梶
整
形
外
科
医
院　

院
長

お
酒
の
特
性

①
「
酔
い
（
脳
の
マ
ヒ
）」
を
引
き
起

こ
す
こ
と
で
す
。
た
と
え
少
量
の
飲

酒
で
あ
っ
て
も
判
断
力
は
鈍
り
、
運

動
機
能
は
低
下
し
ま
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
病
や
脳
卒
中
、

が
ん
な
ど
の
疾
患
と
も
関
連
し
て
い

ま
す
。

③
長
期
に
わ
た
る
多
量
の
飲
酒
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
を
形
成
し
身
体
的
に

も
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
の
心
身
に
与
え
る
影
響

は
発
育
途
上
に
あ
る
未
成
年
者
で
は

大
き
い
も
の
で
す
。

⑤
妊
娠
中
の
女
性
の
飲
酒
は
胎
児
に
悪

影
響
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
彼
を
知
り
、
己
を
知
れ
ば
百
戦
し
て

危
う
か
ら
ず
」（
孫
子
）

　

お
酒
を
飲
む
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
無
毒

の
酢
酸
に
分
解
さ
れ
る
と
お
話
し
ま
し

た
が
、
い
き
な
り
酢
酸
が
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
酵

素
の
働
き
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
毒

性
が
強
い
）
に
分
解
さ
れ
、
次
に
別
の

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

酵
素
の
働
き
で
無
毒
の
酢
酸
に
分
解
さ

れ
る
の
で
す
。
こ
の
酵
素
を
ア
ル
デ
ヒ

ド
脱
水
素
酵
素
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
２
種
類
の
タ
イ
プ
が

あ
り
、
飲
酒
に
際
し
て
生
成
さ
れ
る
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
２
と

い
う
酵
素
に
よ
っ
て
酢
酸
に
分
解
さ
れ

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
人
の
約
46
％
の
人
は

こ
の
酵
素
の
働
き
が
弱
い
か
、
生
ま
れ

つ
き
欠
損
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
体

質
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ま
せ
た
絆
創
膏

を
二
の
腕
の
内
側
に
貼
り
付
け
る
検
査

（
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
）
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
７
分
後
に
絆
創
膏
を
は
が

し
て
皮
膚
が
赤
け
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
２
の

欠
損
、
さ
ら
に
10
分
後
に
赤
く
な
れ
ば

活
性
低
下
と
み
な
し
ま
す
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
人
は
、
お
酒
を
飲
む

と
体
内
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
蓄
積

さ
れ
て
い
く
の
で
、
わ
ず
か
の
飲
酒
で

も
顔
が
真
っ
赤
に
な
り
吐
き
気
を
起
こ

し
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
の
体
質
は
生

ま
れ
つ
き
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
す
か

ら
、
努
力
し
て
も
お
酒
が
飲
め
る
よ
う

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
『
己
を
知
り
』

飲
酒
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
正
常
な
酵
素
活
性
を
も
っ

て
い
る
人
が
上
手
に
お
酒
と
付
き
合
う

方
法
を
お
話
し
し
ま
す
。

大
人
の
た
し
な
み

　
お
酒
の
は
な
し

保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h無

料
ク
ー
ポ
ン
を
発
送
し
て
い
ま
す
！

【
肝
炎
検
査
】

　

今
年
度
新
た
に
、
40
歳
に
な
ら
れ
る

方
を
対
象
に
肝
炎
検
査
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
送
付
し
ま
す
。

　

無
料
で
受
け
ら
れ
る
肝
炎
検
査
で

は
、
血
液
検
査
で
B
型
ま
た
は
C
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
な
い
か
調

べ
ま
す
。

　

肝
が
ん
の
原
因
の
80
％
は
B
型
ま
た

は
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
肝
硬
変

や
肝
が
ん
は
悪
化
す
る
ま
で
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
検
査
で
B
型
・
C
型
肝
炎

に
感
染
し
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き
る

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

◆
６
月
の
健
（
検
）
診

【
日
程
】
６
月
15
日
㈯

※
女
性
限
定
で
す
。

【
場
所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ

る
る
」

【
健
診
機
関
】
北
海
道
結
核
予
防
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・

　

い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診　

　
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

◆
７
月
の
健
（
検
）
診

【
日
程
】
７
月
５
日
㈮

【
場
所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ

る
る
」

【
健
診
機
関
】
北
海
道
対
が
ん
協
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・

　

い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

　
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
）

※
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

【
日
程
】
６
月
25
日
㈫

【
場
所
・
時
間
】

◆
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
前
９
時
半
～
11
時

◆
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　

午
後
０
時
15
分
～
１
時

◆
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
半
～
２
時

◆
役
場　

午
後
２
時
半
～
４
時
半

と
、抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
よ
り
肝
硬
変
・

肝
が
ん
へ
の
進
行
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
】

　

町
で
は
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
予

防
と
早
期
発
見
の
た
め
検
診
費
用
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
受
け
ら
れ
る
子
宮
が
ん
検
診

は
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
で
す
。
正
常
な

細
胞
と
異
常
な
細
胞
の
割
合
を
調
べ
、

異
常
な
細
胞
の
有
無
、
今
後
が
ん
化
す

る
可
能
性
が
高
い
か
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
で
す
。
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮

り
、
石
灰
化
（
白
く
映
る
）
部
分
の
有

無
を
調
べ
ま
す
。
し
こ
り
と
し
て
触
れ

な
い
小
さ
な
病
変
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
検
査
で
す
。

　

対
象
と
検
診
機
関
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
各
種
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
の
方
に

は
、
５
月
下
旬
に
案
内
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
ク
ー
ポ
ン
同
封
の
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

検
診 対象 検診機関

子
宮
頸
が
ん

20 歳
（H10.4.2 ～ H11.4.1）

24 歳
（H6.4.2 ～ H7.4.1）

28 歳
（H2.4.2 ～ H3.4.1）

【集団検診】
○会場：しゃるる
＊結核予防会
6/15 ㈯、9/19 ㈭、9/20 ㈮、12/15 ㈰、
12/16 ㈪
＊対がん協会
10/31 ㈭

【個別検診】
＊対がん協会
＊岩見沢レディースクリニック

乳
が
ん

40 歳
（S53.4.2 ～ S54.4.1）

【集団検診】
○会場：しゃるる
＊結核予防会
6/15 ㈯、9/19 ㈭、9/20 ㈮、12/15 ㈰、
12/16 ㈪
＊対がん協会
7/5 ㈮、10/31 ㈭、1/24 ㈮

【個別検診】
＊対がん協会
＊新札幌乳腺クリニック

無料クーポン対象と検診期間

肝臓がんは早めの検査と治療で
予防できるがんです！

健康な肝臓 肝硬変 肝がん

ウイルス性肝炎の進み方
抗ウイルス
療法

Ｂ型・Ｃ型
肝炎ウイルス感染



という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

　０歳から１８歳までの方と保護者が利用できる遊びと交流の場

　児童センター　
【問い合わせ】　

　町福祉課
　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222
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児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
学
芸
・
自
然
な
ど

の
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
の

健
康
を
増
進
し
、
情
操
豊
か
に

す
る
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
の
主
な
取
り
組

み
　

日
常
の
自
由
遊
び
だ
け
で
は

な
く
、
一
輪
車
、
竹
馬
、
こ
ま
、

け
ん
玉
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
将

棋
な
ど
興
味
・
関
心
を
広
げ
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
芸
能
銭
だ
い
こ
は
地

域
の
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
継

承
す
る
貴
重
な
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
で
す
。

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す

◆
く
り
く
り
広
場

　

就
学
前
の
親
子
が
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
・

仲
間
づ
く
り
の
場
で
す
。

（
月
２
回　

第
１
・３
水
曜
日　

午
前
10
時
半
～
11
時
半
）

◆
に
じ
の
こ
児
童
ク
ラ
ブ

　

小
学
生
（
１
年
～
６
年
）

の
留
守
家
庭
児
童
を
対
象
と

し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

一
時
預
か
り
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

◆
開
館
日
・
開
館
時
間

　

月
～
土
曜
日
（
日
曜
・
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
に
じ
の
こ
児
童
ク
ラ
ブ

午
前
８
時
～
午
後
５
時
半
）

◆
利
用
対
象
者

　

０
歳
以
上
18
歳
未
満
の
児

童
と
そ
の
保
護
者

※
乳
幼
児
の
利
用
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

児童センターで一輪車に乗
るのが楽しみです。
にじのこ児童クラブ利用
山
やまうち

内　桜
さくらこ

子さん（小１）

LaQ（ラキュー）やドッジ
ボール、ドッジビーをやる
のが楽しいよ！
一時預かり利用
北
き た の

野　新
し ん の す け

之助さん（小２）

子 ど も た ち に 聞 い て み ま し た

児童センター・児童
クラブでは、１日平
均１００人以上の子
どもたちが来館し、
元気いっぱい遊んで
います。さまざまな
経験を通し成長して
いく姿を今後も応援
していきます！ 渡部智代主任指導員

児童センター職員から

　

架空請求文書には
落ち着いて対応してください

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　 　認知症になっても安心して住み続けられる
「まち」を目指して、オレンジカフェを開催し

ています。どなたでも参加可能ですので、お気
軽にお越しください。
　６月のテーマは講話「認ともについて学ぼう」
です。認知症の人や家族を支える取り組みとし
てオレンジカフェを開催していますが、さまざ
まな理由によりカフェに参加できない人の閉じ
こもり防止策として期待されているのが「認と
も」です。「認とも」とはカフェなどで顔なじ
みとなったボランティアが認知症の方の話し相
手や相談相手となることで認知症の方や家族の
生活を支援する取組みです。今回は栗山町から
ねらいや役割をお伝えします。ぜひ、ご参加く
ださい！

【日　時】６月 19 日㈬　13：30 ～ 15：00
【場所・問い合わせ】

　ガーデンハウスくりやま（朝日 4）
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　　本通達は貴殿に対し契約中、若しくは債権譲
渡のあった企業、又は団体から契約不履行によ
る訴状が提出されたことを当該債務者たる貴
殿に通達し、本通達の後、訴状取り下げ最終期
日を持って貴殿を被告とした民事裁判が開始
されることを通知するものです。

　　本通達に対しこのままご連絡なき場合、原告
側の主張が全面的に受理され、裁判所の認可を
受けた執行官立会いのもと、現預金や有価証券
及び、動産や不動産の差し押さえが強制的に執
行される場合があります。

　　また本件は民事訴訟に関する通達である為、
民事訴訟法の適用により個人情報の保護や守
秘義務が発生いたしますので、本件に関するご
相談、取り下げ等のお問い合わせは必ずご本人
様からご連絡お願いします。

【提供いただいた実際の文章】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

　訴訟通知センターと名乗る機関から文書が
届いたと、南空知消費生活相談室に相談があ
りました。
　これは身に覚えのない団体から「契約不履
行による訴訟が提出された」と不安をあおり、
民事訴訟を理由に一人での問い合わせを強要
し、訴訟の取り下げを相談するよう誘導され
ます。

< 注意事項 >
●訴状が郵便受けに投函されることはありません。
●郵便局員が名宛人に手渡すのが原則で、受け取りの際に署

名か押印が求められます。
●連絡してしまうと個人情報が知られ、その情報をもとに、

さらに金銭を要求される可能性があります。心当たりがな
ければ決して相手に連絡しないようにしましょう。

●困ったときは南空知消費生活相談室にご連絡ください。



第
13
回
初
夏
祭
の
ん
の
さ
ん
の
縁
日

◆
日　

時

　

6
月
29
日
㈯　

午
後
１
時（
開
場
）

　

6
月
30
日
㈰　

午
前
10
時（
開
場
）

◆
場　

所　
　

　

大
聖
寺
境
内
（
継
立
5
番
地
1
）

※
雨
天
の
場
合
は
本
堂
で
実
施
し

ま
す
。

◆
内　

容

・
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
、
ト
イ
シ
ア

タ
ー
、
お
え
か
き
っ
こ　

み
ゆ

・
「
る
み
る
み
」
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

・
み
の
り
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
な
ど
の

郷
土
芸
能

・
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ム
（
景
品
あ
り
）、

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

・
初
日
の
締
め
に
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

・
２
日
目
の
午
前
10
時
半
よ
り
高
額

景
品
ひ
と
り
じ
め
の
「
お
祭
り
ウ

ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

※
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
観
覧
無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
聖
寺　
　

　

☎
�
２
１
０
８

Ｖ
Ｒ
認
知
症
体
験
会
を
開
催

　
　

認
知
症
に
な
る
と
自
分
の
思
い

を
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
起
こ
す
行
動
は
周
囲
に
は

理
解
で
き
な
い
も
の
と
映
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
認
知
症
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、

混
乱
す
る
環
境
で
は
誰
も
が
通

常
と
違
う
行
動
を
起
こ
す
も
の

と
理
解
す
る
た
め
に
、
認
知
症
の

空
間
失
認
、
見
当
識
障
害
な
ど
の

中
核
症
状
を
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
の
技
術
を
活
用

し
、「
認
知
症
を
体
験
す
る
」
こ

と
で
認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を

深
め
る
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
６
月
26
日
㈬

①
午
前
10
時
～
11
時
半
（
受
付
開
始

午
前
９
時
半
～
）

②
午
後
1
時
半
～
3
時

　
（
受
付
開
始　

午
後
1
時
～
）

※
い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
方
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
場　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

2
階
研
修
室
Ａ

◆
定　

員

　

①
、
②
と
も
に
35
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

※
13
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
申
込
方
法

　
６
月
３
日
㈪
以
降
に
左
記
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　

町
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
５
５

く
ら
し

６
月
3
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
　

町
職
員
が
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や

　

半
袖
シ
ャ
ツ
な
ど
の
過
ご
し
や
す

　

い
服
装
で
の
軽
装
勤
務
を
励
行
し

　

ま
す
。

◆
励
行
期
間

　

6
月
3
日
㈪
～
9
月
30
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
に
介

護
用
品
給
付
券
を
支
給　

　
　

町
で
は
要
介
護
４
、
５
に
認
定

　

さ
れ
た
方
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

　

い
る
ご
家
族
に
対
し
、
紙
お
む
つ

　

や
尿
と
り
パ
ッ
ド
、
ド
ラ
イ
シ
ャ　

　

ン
プ
ー
な
ど
の
介
護
用
品
を
購
入

　

で
き
る
給
付
券
を
支
給
し
て
い
ま

　

す
。
次
の
対
象
要
件
の
全
て
に
該

　

当
さ
れ
る
方
は
町
福
祉
課
（
6
番

　

窓
口
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
要
件

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介

　

護
４
、
５
に
認
定
さ
れ
、
長
期
入

　

院
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て

　

い
な
い
方

②
介
護
す
る
ご
家
族
が
住
民
税
非
課

　

税
世
帯

③
介
護
す
る
ご
家
族
が
町
税
等
の
滞

　

納
が
な
い
世
帯

◆
給
付
額

　

月
額
６
２
５
０
円
（
上
限
額
）

◆
申
請
手
続
き

　

印
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を　

　

持
参

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
7

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」

　
　

外
国
人
は「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

　

適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め

　

ら
れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

　

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
の
加

　

入
を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　

☎
０
１
２
３
（
５
２
）
４
４
１
１

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
４
４
９
０

コンビニ納付が
できます！

町税納期限

7 月  1 日（月）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町道民税　　　①期

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

こんなときには…

　　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての方は、国民年金への加
入が法律で義務付けられています。届け出は加入するときだけで
なく、被保険者種別が変わったときにも必要です。もし届け出さ
れなかった場合、年金額が少なくなったり、受け取ることができ
なかったりする場合もありますので、必ず届け出をしましょう。

届け出が必要なとき 異動の内容 持参するもの

20 歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

第１号被保険者 ・印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金を喪失した場合）

第２号被保険者から第１号
被保険者（第３号被保険者
に該当する場合を除く）

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が退職したとき。または扶養から外
れたとき

第３号被保険者から第１号
被保険者

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

の届け出が必要です

【問い合わせ】
　町住民保健課住民グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

【日　時】　6 月 8 日㈯   14：00 ～
【場　所】　栗夢広場（旧栗山小学校グラウンド）

見学自由　　　　　　「備えあれば憂いなし」
栗山消防団春季連合消防演習

催

し

25 広報くりやま　2019. 6 242019. 6　広報くりやま   

【日　時】　6月 21日㈮
　　　　　１８：００～２０：３０
【内　容】

①参加店またはまちの駅「栗夢プラザ」で参加
　券を購入
②規定の飲食をし参加券に押印
③規定時間内に 3 軒以上飲食してまわる
④ 20：30 に参加店の店内で当選番号発表
【参加券】　1 枚 2,000 円
【主　催】　

　栗山町料飲店組合
【問い合わせ】

　まちの駅「栗夢プラザ」　☎ 73-5515

くりやま食べて飲んでラリー～地産地消応援～

　栗山町料飲店組合では、はしご酒で多く
の飲食店を楽しんでもらおうと「くりやま
食べて飲んでラリー」を実施します。皆さ
んのご参加をお待ちしています。

水道メーターの交換
　ご家庭に設置された水道メーターは、そ
の精度を確保するために、8 年に一度新し
いメーターに交換する必要があります。（計
量法で規定）
　このことから、ご家庭の水道メーターの
交換作業を実施します。交換の対象となる
ご家庭には、町指定水道工
事業者から、「水道メーター
交換のお知らせ」が届きま
すので、交換作業へのご協
力をお願いします。（一時的
に水を停止）
　なお、取り換えの費用は
無料です。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道　

く
ら
し
　  

催
　
し      

講
　
習
　  

募
　
集
　  

試
　
験     

相
　
談



試

験

相

談

狩
猟
免
許
試
験

・
狩
猟
試
験
予
備
講
習

◆
日　

時

　
７
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

◆
場　

所

　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
～
る　

多
目
的
室
1
・
2
・
3

◆
受
講
料

　

第
1
種
、
第
2
種

　
１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　

わ
な　

7
5
0
0
円

　

網　

7
5
0
0
円

　

第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

　

網
、
わ
な
を
受
講　
１
万
円

◆
受
付
期
間

　

7
月
2
日
㈫
～
23
日
㈫

※
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
前
９
時
半

　

か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
は
事
務
所

　

対
応
で
す
。

・
狩
猟
試
験

◆
日　

時

　

8
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
～

◆
場　

所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局

　

☎
・
℻

　

0
1
2
6
（
2
４
）
1
1
1
1

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時

　

6
月
21
日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◆
日　

時　

　

6
月
20
日
㈭

　

午
後
1
時
～
3
時

◆
場　

所

　

岩
見
沢
保
健
所

◆
内　

容

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
方

に
対
し
て
、
精
神
科
医
に
よ
る
面

接
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
申
込
先

　

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課

　

☎
0
１
２
６
（
２
0
）
0
１
２
２

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

　
　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
対
応
す
る
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。

　
　

町
で
は
4
人
の
人
権
擁
護
委
員

　

が
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
活
動
や

　

皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の
お

　

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
０
６
１
９

講

習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
受
講
対
象
者

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

　

い
る
危
険
物
取
扱
者
の
方
の
場
合

　

は
、
前
回
保
安
講
習
を
受
講
し
た

　

日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

　

日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

　

い
な
か
っ
た
方
が
、
危
険
物
の
取

　

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

　

た
場
合
に
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

　

受
講

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
従
事
す
る

　

こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以

　

内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
場
合
ま
た
は
講
習

　

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交

　

付
日
ま
た
は
そ
の
受
講
日
以
後
に

　

お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

　

年
以
内
に
受
講

◆
講
習
日
時
お
よ
び
会
場

　

岩
見
沢
市　

　
６
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫　
　

 

◆
受
講
申
請
書

　

希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出

◆
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

募

集

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
受
講
者
募
集

◆
募
集
定
員

　

40
人
程
度
（
手
書
き
部
門
・
パ
ソ

コ
ン
部
門
各
20
人
）

◆
開
催
日

　

8
月
31
日
㈯

　

9
月
１
日
㈰
、
14
日
㈯
、

　
　
　

15
日
㈰
、
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　

10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　

11
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
、
16
日
㈯

　
　

17
日
㈰

　

12
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰　

　

全
14
日
間

◆
開
催
場
所

　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌

　

市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

◆
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
（
４
５
０
０

円
程
度
）
な
ど
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

　

7
月
31
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
様
式

の
申
込
書
で
申
し
込
み

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害

　

者
福
祉
協
会
（
札
幌
市
中
央
区
北

　
２
条
西
７
丁
目　

道
民
活
動
セ
ン

　

タ
ー
ビ
ル
４
階
）

　

☎
０
１
１
（
２
５
１
）
１
５
５
１

　

℻
０
１
１
（
２
５
１
）
０
８
５
８

第
44
回
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
カ
ラ
オ

ケ
発
表
会
出
場
者
募
集

◆
日　

時　

　
７
月
20
日
㈯　

　

午
後
1
時
半
～
3
時

※
他
の
行
事
と
の
時
間
調
整
な
ど
に

よ
り
、
時
間
帯
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場　

所

　

栗
山
駅
前
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆
音
響
機
器

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
「
ジ
ョ
イ
サ
ウ
ン

ド
Ｆ
１
」

※
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

◆
参
加
資
格

　

町
内
外
問
わ
ず

◆
定　

員

　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
歌
う
順
番
は
実
行
委
員
会
で
決
定

し
、
後
日
参
加
さ
れ
る
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
６
月
17
日
㈪
ま
で

※
実
行
委
員
会
に
用
意
し
て
い
る
申

込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

牧
野
（
栗
山
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
�
１
２
７
８

　

℻
�
４
０
０
１

栗
小
お
話
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

　
　

栗
小
お
話
会
は
栗
山
小
学
校
で

　

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

週
に
一
回
程
度
15
分
間
で
子
ど

　

も
た
ち
に
楽
し
く
絵
本
を
読
ん
で

　

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

経
験
者
と
ペ
ア
に
な
っ
て
い
た

　

だ
く
の
で
、
安
心
し
て
楽
し
く
読

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
対　

象　

　

朝
に
小
学
校
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
る
方

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
時　

間　

　

火
曜
日
～
木
曜
日

　

午
前
8
時
15
分
～
30
分

◆
連
絡
先　

　

栗
山
小
学
校
教
頭　

土
谷

　

☎
�
1
1
7
9
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く
ら
し
　  

催
　
し      

講
　
習
　  

募
　
集
　  

試
　
験     

相
　
談

喜多村委員　土田委員　井上委員　諏訪委員
　 （継立）　   （松風４）　（松風３）　  （中里）

　令和 2（2020）年の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催を控え多数の外国人の来日が予想され
ることから、一部の外国人による不法就労や不法滞在な
どの犯罪増加が懸念され、このような犯罪に国際的な犯
罪組織が関与していることも疑われます。

　地域の安全を妨げる国際犯罪組織の暗躍を防止するた
めには、皆さんのご協力が欠かせません。どんなにささ
いなことでも構いませんので、「おかしいな？」と思っ
たら、警察に通報してください。

【問い合わせ】　栗山警察署　☎ 72-0110

　　　　　　　　　不法就労・不法滞在防止のための理解と協力の確保
　　　　　　　   スローガン「忍び寄る犯罪組織の国際化　あなたの目が街を守る」



　町民の皆さん、こんにちは。
　すがすがしい初夏の季節となりました
が、いかがお過ごしでしょうか。

　先日、新聞で報道された「栗山町スキー
場の存続問題」についてお話しいたし
ます。
　栗山町スキー場は、昭和 46 年の開設
以来、冬季間唯一の屋外スポーツ施設と
して、また小中学校等のスキー授業やス
キー連盟によるスキー教室など、子ども
たちの教育施設として運営を行ってきた
歴史ある公共施設です。
　しかし、開設から 47 年が経過し、昨
年実施した専門業者による調査点検で、
リフト等の老朽化に伴い、安全性が確保
できない状況との報告を受け、昨シーズ
ンのスキー場運営を止む無く休止したと
ころです。
　これを受け、まちづくり懇談会や教育
委員会による説明会などで、今後のス
キー場の在り方について、多くの町民皆
さんからご意見をいただきましたが、ス
キー場の存続・廃止について賛否が分か
れました。
　行政の責任者であります私も、さまざ
まなご意見を踏まえ、熟慮を重ねてまい
りました。そのような中、今後も近隣市
町のスキー場を利用でき、子どもたちの
スキー環境を確保できること、また、主
な利用者である児童・生徒数の減少が今
後も見込まれること、さらにリフト・ロッ
ジの多額な更新費用や維持管理費の増大
など町財政への影響が大きいことなどを
総合的に勘案し、行政として、栗山町ス
キー場の廃止を決断しました。
　地域経済や町財政が右肩上がりの時代
のように、一つのまちで、すべてのもの
を揃え完結できることは、まちづくりに
とって理想ではありますが、加速度的に
進行する人口減少や厳しさの増す町財政
の中では、それは困難なことであります。
　しかし、スキー連盟をはじめ関係者の
皆さんや多くの町民皆さんが、これまで
大切に築き上げてきたものをなくすとい
うことは、私にとっても苦渋の決断であ
りました。

　町長の使命は、さまざまな町民意見に
耳を傾け、可能な限り、その期待に沿う
まちづくりを進めることと思っておりま
すが、今回それが叶わなかったことを深
くお詫びいたします。
　今後 6 月議会定例会に、栗山町スキー
場を廃止する条例を提案する予定であ
り、審議の場は町議会へと移りますが、
今回の私の決断は、20 年、30 年先の時
代を見据えた決断であることをご理解願
います。

　5 月 17 日に、幼い頃から「民謡」で
活躍する濱谷瑞希さんが、今年 12 月に
開催される全国大会、また日本代表の一
人として 7 月のオーストリア公演への出
場報告のため来庁されました。さまざま
な経験と実績を積み上げてきた濱谷さん
からは、自信と風格が感じられました。
　ふるさと栗山の誇りを胸に、全力で頑
張ってきていただきたいと思います。町
民全員で応援しましょう。

　5 月 18 日には、北学田の中川さんの
農場に行き、今年購入された自動操舵シ
ステムを搭載した田植機を見学し、実際
に乗せていただきました。通常は、１台
の田植機に運転する人、苗箱をセットす
る人など 2 ～ 3 人乗り込むところ、自動
運転なので 1 人で作業を行える優れもの
です。今後 10 年ほどで、農家戸数がさ
らに 4 割ほど減少することが見込まれる
中、これからの農業は、I ＣＴ技術の推
進が不可欠であることを、改めて実感し
た 1 日でした。

　4 月から 5 月にかけて、本町のまちづ
くりにご尽力いただいている産業・福祉・
教育など多くの団体の今年の活動が始動
しました。また、技能協会から歩道ベン
チの寄贈、さらに建設協会や共立道路さ
んの小学校グラウンド整備など、多くの
ご奉仕をいただきました。

　多くの町民皆さんからいただいた元気
パワーとまちづくりへの思いを胸に、私
も、今後待ち受ける難題に立ち向かって
まいります。　

20 年、30 年先の時代を見据えた決断！

こちら
町長室

田植えに挑戦！
少し曲がってます？

栗山町長　佐々木　学
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バービーさんも田植えツ
ア ー に 参 加 し て く れ ま
した

日　程 内　容

6 月 1 日㈯
町内小学校運動会
鈴木宗男・鈴木貴子「第 14 回北海道セミナー」大地塾

6 月 3 日㈪
介護福祉学校町長特別講義
各農業団体長歓送迎会

6 月 4 日㈫ 椿原前町長叙勲報告
6 月 5 日㈬ 栗山町国民健康保険運営協議会
6 月 7 日㈮ 消防組合議会臨時会・行政懇談会
6 月 8 日㈯ 栗山消防団春季連合消防演習

【今月の主な動向】
日　程 内　容

6 月 19 日㈬ 栗山地区警察友の会会員総会・懇親会
6 月 21 日㈮ くりやま食べて飲んでラリー
6 月 23 日㈰ 第 44 回南空知柔道少年団柔道大会
6 月 25 日㈫ 地域密着型サービス運営委員会

6 月 26 日㈬
栗山町企業等誘致推進協議会総会
空知地方総合開発期成会総会

6 月 27 日㈭
消防議会臨時会
栗山建設協会安全大会

※予定ですので変更となる場合があります。

民謡全道大会１位に輝い
た濱谷瑞希さんを激励し
ました

Kuriyama town
４月 16 日～５月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風２）

ケーナの会

寄　贈
カインドネスシオミ薬品

町図書館

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
中央１ 高薄　　満 92 4/19 本 人
南学田 髙瀬　孝一 97 4/19 本 人
中央４ 岩根　義藏 74 4/22 本 人
継 立 村岡　博明 69 4/25 本 人
中央３ 西野　文治 88 5/2 本 人
南学田 井澤　鈴子 100 5/7 勝
角 田 後藤　鶴吉 95 5/11 本 人
松風２ 原　　五一 89 5/12 本 人
中央３ 岩田アイ子 86 5/14 光 夫

おくやみ （敬称略）

人　口　    11,729 人  （＋41）
　男　　 5,437 人  （＋29）
    女　　　  6,292 人  （＋12）
世帯数　      5,876 世帯 （＋49）
※5月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

21,042,000 円

平成 31 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 4/30 までの総数　1,542 件

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

6 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA 大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）

【日　程】6 月 7 日・14 日・21 日・28 日
※ 30 食限定で無くなり次第終了となります。
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご利用
をお待ちしています。まずはお気軽にご相談ください。

くりのさとへ

金一封
山﨑　信治さん（松風３）

髙瀬　新一さん（南学田）

慰　問

傾聴ボランティア（日原富士子会長）

ビハーラ　栗山

月見草の会（高橋澄子会長）

町へ

物　品

歩道ベンチ「一休さん」４基
栗山町技能協会（山﨑信治会長）

社会福祉協議会へ

金一封
山﨑　信治さん（松風３）

  髙瀬　新一さん（南学田）

住所 氏名 月日 保護者名

松風３ 飛谷　音
お と は

羽 4/17 幸治・奈季沙
角 田 榎本　真

ま お

桜 4/23 和樹・亜沙

おめでた （敬称略）

日　程 内　容
6 月 10 日㈪

道央廃棄物処理組合事業要望（北海道防衛局）
栗山地区防犯協会総会

6 月 11 日㈫
    ～ 14 日㈮ まちづくり懇談会

6 月 13 日㈭ 退任議員感謝会
6 月 15 日㈯ 医療法人愛全会創業 50 周年式典・祝宴
6 月 17 日㈪ はちろ吉雄政経セミナー
6 月 18 日㈫
    ～ 21 日㈮ 第 6 回栗山町議会定例会
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2019 年度

　スポーツ推進委員は、スポーツの楽しさを伝え誰
もが気軽にスポーツに親しめる環境をつくるため活
動をしています。
　任期は、2019 年４月１日から２年間です。
　

栗山町スポーツ推進委員

氏　名 住　所 氏　名 住　所
岡　山　典　弘 錦　３ 大　塚　　　崇 朝日４
永　池　英　彦 湯　地 長　澤　綱　士 中央４
高　石　賢　治 松風３ 吉　田　尚　樹 阿野呂
犬　井　和　也 中央４ 鈴　木　由美子 中央１
松　本　達　也 中央４ 柴　田　侑　子 継　立
佐　藤　直　樹 継　立 小山内　匡　志 中　里

氏　名 住　所 氏　名 住　所
太　田　康　彦 湯　地 田　村　賢　治 角　田
長谷川　道　彦 中央４ 太　田　逸　郎 中　里
永　池　英　彦 湯　地 朝　賀　真由美 旭　台
藤　井　吉　美 南学田 椛　澤　明　美 桜丘１
原　田　優　司 杵　臼 岩　﨑　真智子 朝日４
萩　野　里　香 継　立 腰　本　江里沙 松風 3
木　藤　浩　二 松風２ 中　井　美　希 中央１
橘　　　高　博 大井分

栗山町社会教育委員

　社会教育委員は、各委員の活動経験や知識をもと
に、青少年や成人に対して行われる教育活動に関し、
教育委員会に助言をしたり、調査などを行っています。
　任期は、2019 年４月１日から２年間です。

2019 年度

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
、

町
内
を
巡
る
約
3.5
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
は
、「
栗
山
町
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
友
達
を

誘
っ
て
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時　

　

６
月
29
日
㈯　
午
前
８
時
45
分
～
正
午

◆
場

所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象　
町
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
服　
装　

　

歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
帽
子

　

水
筒
な
ど

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
方
法　

　

申
込
書
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

学
年
、住
所
を
記
入
の
上
、ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」
ま
た
は
、各
学
校
の
担

任
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
人
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
６
月
19
日
㈬

◆
申
込
先・問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　
　

 　

  

小
学
校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　
　
　

栗
山
建
設
協
会
と
共
立
道
路

栗
山
建
設
協
会
加
盟
事
業
所
17
社

が
、
６
月
の
運
動
会
を
前
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
栗
山
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
建
設
協
会

は
、
平
成
18
年
か
ら
毎
年
町
内
小
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
同
日
、
共
立
道
路
株
式
会
社
が

角
田
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
伊
藤
聰
校
長
は
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
状
態
が
悪
い
と
子
ど
も
た
ち
の

け
が
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
10
日
）

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

「                     」

　
　
　
集
団
生
活
で
リ
ー
ダ
ー
育
成

　
　

   

リ
ー
ダ
ー
研
修

集
団
生
活
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

と
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的

と
し
た「
第
１
回
初
級
・
上
級
リ
ー
ダ
ー

研
修
」
が
コ
カ
・
コ
ー
ラ 

環
境
ハ
ウ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
４

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
合
わ
せ
て
57

人
が
参
加
。
１
泊
２
日
の
日
程
で
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
継
立
小
６
年
生
の
齊
藤
結ゆ

う
な奈

さ
ん
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

を
意
識
し
て
２
日
間
過
ご
し
、
団
体
行

動
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
４
月
30
日
・
５
月
１
日
）

　
　
　
今
年
も
里
山
地
区
で
確
認

　
　

   

ハ
サ
ン
ベ
ツ
卵
塊
調
査

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区
で
エ
ゾ
ア

カ
ガ
エ
ル
と
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
産
卵
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
18
カ
所
あ
る
環
境
省
の
「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
里
地
調

査
」
コ
ア
サ
イ
ト
の
1
カ
所
と
し
て
ハ

サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い

て
例
年
調
査
を
実
施
。
当
日
は
ハ
サ
ン

ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
調
査
員
約
15
人
が
参
加
し
、

エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
２
９
２
塊
と
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
１
３
２
塊
を
確
認

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
４
月
28
日
）

　
　
　
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
へ

　
　

   

共
立
道
路
が
ラ
イ
ン
補
修

地
域
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、

共
立
道
路
株
式
会
社
が
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
駐
車
場
と

栗
山
駅
南
側
に
あ
る
原
っ
ぱ
広
場
駐
車

場
の
ラ
イ
ン
補
修
を
行
い
ま
し
た
。
以

前
か
ら
ラ
イ
ン
が
薄
れ
て
い
て
駐
車
す
る

場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
利
用
者
か
ら
指

摘
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ
す
ぐ

は
っ
き
り
と
し
た
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
、
利

用
者
か
ら
は
「
駐
車
し
や
す
い
」
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
４
月
22
日
）
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◆
期　
間　
６
月
19
日
㈬
～
26
日
㈬

※
チ
ー
ム
数
に
よ
り
期
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場　
所　
町
民
球
場
、
運
動
公
園

◆
対　
象　
20
歳
以
上
の
町
民

　

町
内
会
・
自
治
会
単
位
（
20
人
以
内
）

※
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
以
外
の
学
生

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
複
数
の
町
内
会
・
自
治
会
で
の
チ
ー

ム
編
成
も
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
限　
６
月
10
日
㈪

◆
申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー
宛
て
に
送
付
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　

℻
�
７
８
５
６

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
の
方
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
苦

手
な
方
や
家
族
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日　
時　
（
雨
天
中
止
）

　

６
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮

　

７
月
12
日
㈮
、
26
日
㈮

　

午
後
１
時
15
分
～
３
時

◆
場　
所

　
御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
対　
象　
町
民

◆
参
加
料　
無
料　

◆
申
込
方
法　
現
地
で
受
付

◆
問
い
合
わ
せ

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
２
０
０

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

第
59
回
全
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

◆
期　
間　

　

６
月
15
日
㈯
～
９
月
16
日
㈷

◆
時　
間 

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
栗
山
プ
ー
ル
の
み
７
月
、
８
月
は
午

後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
気
温
・
水
温
に
よ
っ
て
は
開
設
時
間

が
変
更
・
閉
鎖
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
０
９
９
６

　

角
田
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
７
０
８
８

　

継
立
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
３
３
６
８

宮
城
県
角
田
市
の

子
ど
も
た
ち
と
友
達
に
な
ろ
う
！

　　
栗
山
町
と
宮
城
県
角
田
市

は
、
昭
和
54
年
か
ら
姉
妹
都

市
交
流
と
し
て
隔
年
で
お
互

い
の
ま
ち
を
行
き
来
し
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
角
田
市
か
ら
子
ど

も
た
ち
が
来
町
さ
れ
、
夏
ま

つ
り
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
体

験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
交
流
を
行
い

ま
す
。

～
姉
妹
都
市
子
ど
も
交
歓
の
つ
ど
い
～

加
募

参

集
！

●募集内容
【日　　程】　７月 20 日㈯～ 21 日㈰　１泊２日
【場　　所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【募集人数】　20 人　※多数の場合は抽選となります。
【募集対象】　小学４年生から中学３年生まで
【参  加  料】　3,000 円（夕食代、宿泊料、保険代含む）
【申込期限】　６月 24 日㈪
【そ  の  他】　参加者には、受け入れに向けての事前研修に

　　　　　　参加していただきます。
【申込先・問い合わせ】　町教育委員会社会教育グループ

　　　　　　　　　　　☎ 72-1117　FAX72-6522

宮城県
　角田市

　対象事業内容

●「萩
はぎう

鵜アキ」の書籍を所蔵しています
　図書館では、栗山町出身の作家萩鵜アキ先生
著作、小説『冒険家になろう！～スキルボード
でダンジョン攻略～』１・２巻を購入しました。
ぜひご利用ください。
◇作品紹介◇
　モンスター討伐やダンジョン探索といったＲ
ＰＧ ( ロールプレイングゲーム ) 的な世界観が、
北海道Ｋ町を舞台として展開される冒険小説。
農作物をモチーフにしたキャラクターの登場な
ど、栗山町を思わせる各種設定に親近感が高ま
る点も大きな魅力のひとつです。

●郷土資料寄贈のお願い
　栗山に関する資料や、栗山にゆかりのある人
物の著作を「郷土資料」として後世まで伝えら

れるよう大切に収集・保管しています。ご寄贈
いただける資料がございましたら、ぜひご協力
くださいますようお願いします。

●こども読書まつり
【日　時】６月８日㈯　11：00 ～ 12：00
【対　象】幼児から小学校低学年
【料　金】無料
【内　容】おりがみシアター「おむすびころりん」

　　　  ボードビル「かえるのなわとび」
　　　  クイズ「？　なんだろう」
　　　  ペープサート「へんしんトンネル」

【問い合わせ】
　　　  おはなしボランティア「栗の子」　
　　　  小原 富佐子　☎ 72-1648

　　ヨミガタリストまっつさん

北海道
　栗山町

「
２
０
１
９
く
り
や
ま
読
み
語
り

　
　
　
　
（
朗
読
）
講
座
」
の
ご
案
内

　

こ
の
講
座
で
は
、
持
参
い
た
だ
い
た

絵
本
な
ど
を
７
分
程
度
読
ん
で
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
持
ち
味
を
生
か
し
た
朗

読
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◆
日　
時　
８
月
４
日
㈰
・
18
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時
・
４
時
半
～
６
時
半

◆
場　
所　
カ
フ
ェ
ふ
あ
り（
中
央
２
）

◆
講　
師　
ヨ
ミ
ガ
タ
リ
ス
ト
ま
っ
つ
さ
ん

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
見
学
料　
５
０
０
円

◆
募
集
対
象　
16
歳
以
上

◆
募
集
人
数　
各
回
４
人（
見
学
自
由
）

◆
申
込
期
限　
４
日
分　

７
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
　
　

18
日
分　

８
月
４
日
㈰

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ヨ
ミ
ガ
タ
リ
を
楽
し
む
会
（
青
木
）

　

☎
０
９
０　

   

６
２
６
４　

０
４
６
９
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趣味を広げたい方のために講座を

開きます。お気軽にご参加ください
楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座 【申込先・問い合わせ】
　　カルチャープラザ「Eki」　
　　☎ 73-3333　FAX73-3311

  ナチュラルオイルソープ講座
   オリーブ油を主原料に潤いを保ちながら汚
れだけを取り除く、お肌にやさしい石けんを
作りましょう。
　【開講日】６月 26 日㈬
　【時　間】13：30 ～ 15：30
　【場　所】農村環境改善センター
　【受講料】2,700 円
　【持ち物】エプロン、ゴム手袋、マスク
　　　　  　作品持ち帰り用袋
　【定　員】10 人
　【講　師】菊地 友美さん
　【申込締切】６月 21 日㈮

   　押し寿司の一食講座
   牛乳パックを使って、おもてなしにもぴっ
たりの押し寿司を作りましょう。手軽に美味
しくできます！
　【開講日】６月 25 日㈫
　【時　間】10：00 ～ 12：00
　【場　所】南部公民館
　【受講料】900 円
　【持ち物】エプロン、三角巾、手ふき
　　　　 　 筆記用具
　【定　員】16 人
　【講　師】岩見沢友の会　須田 理恵子さん
　【申込締切】６月 19 日㈬

◆
日　
時　
６
月
９
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◆
内　
容 　

　

薪
小
屋
の
片
づ
け
、
さ
し
苗
、
水
辺

　

の
植
物
の
手
入
れ
な
ど

◆
対　
象　
町
民

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
持
ち
物

　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、

　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

◆
場　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館　

☎
�
３
０
０
０

　　　

本
講
座
で
は
、
技
術
的
な
講
習
に
と

ど
ま
ら
ず
、
川
の
成
り
立
ち
や
機
能
・

川
の
生
き
物
な
ど
を
学
び
、
川
を
深
く

理
解
し
た
指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

◆
日　
時   

6
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
場　
所　

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ 

環

　

境
ハ
ウ
ス 

◆
対　
象

子
ど
も
の
環
境
教
育
に
関
心
が
あ

り
、
18
歳
以
上
の
方

◆
参
加
費　
３
０
０
０
円

　
（
資
料
、
保
険
料
を
含
む
）

◆
講　
師　
流
域
生
態
研
究
所　

　

所
長　

妹
尾　

優
二
さ
ん

　

株
式
会
社
ハ
ブ　

坂
本　

貴
昭
さ
ん

◆
持
ち
物

　

着
替
え
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
、
タ

　

オ
ル
、活
動
用
の
靴
（
運
動
靴
推
奨
・

　

サ
ン
ダ
ル
な
ど
は
不
可
）、
着
替
え
、

　

替
え
の
靴
、
昼
食

◆
定　
員　
20
人

◆
申
込
期
限　
６
月
21
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ 

環

　

境
ハ
ウ
ス　

　

☎
・
℻
�
１
６
９
６

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

夕
張
川
・
川
の
指
導
者
養
成
講
座

お
っ
鳥
ク
ラ
ブ　
探
鳥
会

　

参
加
者
が
乗
り
合
わ
せ
で
小
林
酒
造

か
ら
な
ん
ぽ
ろ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
付

近
ま
で
移
動
し
な
が
ら
、
夕
張
川
の
河

川
敷
草
原
の
野
鳥
観
察
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
日　
６
月
２
日
㈰

◆
集
合
場
所　
役
場
前
駐
車
場

◆
時　
間　
午
前
９
時
集
合　

正
午
解
散

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館　

☎
�
３
０
０
０

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
な
ど

湿
原
を
彩
る
花
々
の
観
察
会

　

エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
や
シ
ロ
バ
ナ
ス
ミ
レ

が
咲
き
始
め
た
ハ
サ
ン
ベ
ツ
を
案
内

し
、
春
か
ら
秋
ま
で
花
を
つ
け
る
種
々

植
物
の
開
花
情
報
と
湿
原
の
成
り
立
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
開
催
日　
６
月
８
日
㈯

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
時　
間　
午
前
９
時
～
10
時
半

◆
主　
催　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館　

☎
�
３
０
０
０

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
補
助
金

　

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
は
昭
和
63
年

か
ら
町
民
や
企
業
の
方
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
金
を
、
文
化
振
興
を
図
る
事
業

に
充
て
る
た
め
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

募
集
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象
事
業

（
１
）
地
域
文
化
振
興
事
業

　

地
域
の
文
化
振
興
ま
た
は
普
及
を
図

　

る
事
業
（
演
劇
、音
楽
、文
芸
、工
芸
、

　

郷
土
芸
能
の
鑑
賞
会
、
展
示
会
、
歴

　

史
・
自
然
に
関
す
る
学
術
研
究
発
表

　

な
ど
）

（
２
）
郷
土
芸
能
等
保
存
振
興
事
業

　

郷
土
芸
能
の
保
存
、
継
承
な
ど
を
図

　

る
事
業

（
３
）
芸
術
創
造
普
及
事
業

　

芸
術
家
な
ど
が
行
う
芸
術
の
創
造
普

　

及
を
図
る
事
業　

◆
対
象
者　

　

町
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体

◆
補
助
額　

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
原
則
20
万

円
ま
で
）

※
詳
細
は
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７　

　改善センターテニスコート無料開放
　農村環境改善センターのテニスコートを下記の期間に
無料で開放しますので、この機会にぜひご利用ください。

【期　間】６月６日㈭～ 16 日㈰　※月曜日は休館です。
【時　間】９：00 ～ 19：00
【申込先・問い合わせ】　

　農村環境改善センター
　☎ 72-6040（指定管理者　株式会社 日東総業）　

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信
VOL.25
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
教
育
事

業
の
取
材
で
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

飼
育
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
幼
虫
期
は
エ
ゾ
エ
ノ
キ
の
葉

を
食
べ
、
蝶
に
な
る
と
ハ
ル
ニ
レ

の
木
な
ど
の
樹
液
を
餌
に
す
る

た
め
、
自
然
環
境
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
生
息

で
き
な
い
そ
う
で
す
。
町
が
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
小
林
）

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
活
動

「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
の
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
向
け
る

と
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
し
て
く
れ
る

子
、
積
極
的
に
取
材
に
応
じ
て
く

れ
る
子
、
拾
っ
た
ご
み
を
見
せ
て

く
れ
る
子
な
ど
、
手
伝
っ
て
く
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
は
感
謝
で
す
。

元
気
に
動
き
回
る
子
ど
も
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
取
材
と
撮
影

に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
5
月
１
日
に
改
元
の
日
を
迎

え
、
つ
い
に
年
号
が
「
令
和
」
に

な
り
ま
し
た
。
昭
和
生
ま
れ
と

し
ま
し
て
は
昭
和
・
平
成
・
令

和
と
３
つ
の
年
号
を
生
き
て
き

た
の
だ
な
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
次
に
年
号
が
変
わ

る
時
も
元
気
で
い
た
い
と
思
う

の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
さ
ぼ
っ
て
い

た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
再
開
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
越
前
谷
）

6月号
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第
49
回
く
り
や
ま

　
歩
け
あ
る
け
運
動

爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら

　

く
り
や
ま
歩
け
あ
る
け
運
動
（
町
教
育
委

員
会
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
共
催
）
が

５
月
26
日
に
行
わ
れ
、
町
内
の
3
歳
か
ら

84
歳
ま
で
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会

式
で
森
英
幸
教
育
次
長
が
「
最
近
は
車
を
利

用
す
る
こ
と
が
増
え
、
歩
く
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
日
は
笑
顔
で
歩
く

こ
と
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
今
年
は
猛
暑
の
た
め
に
予
定
し
て
い
た

コ
ー
ス
を
変
更
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
を
出
発
、
湯
地
の
丘
を
回
り
、

散
策
路
を
通
っ
て
、
栗
山
公
園
展
望
台
ま
で

の
約
４
キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
爽

や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

36

まずは準備運動。肩甲骨を広げるように腕を伸ばします

万年橋を通過。晴天に恵まれ絶好の " 歩け日和 " です

湯地の丘から散策路を抜けて展望台を目指します

展望台に無事到着、眺めは最高でした！


